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4. 考察 

本臨床試験では、平成 19 年から販売されている、メカブフコイダンを主成分とした『フコイダン 

DX』に、基礎体温上昇および血中脂質濃度改善作用があるか否かについて、低体温の被験者 

19 名での二重盲検法によるクロスオーバー試験を実施した。本試験で用いた対照食は、メカブ 

フコイダンだけでなく、主な成分すべてを除いたものであった。そのため、本試験で認められた作 

用は、メカブフコイダンを始めとして、EPA や DHA、イチョウ葉エキスなどを総合した作用と解釈 

される。 

フコイダン DX の摂取開始後、第 1 週目から基礎体温の上昇傾向が観察され、摂取中の平均 

基礎体温は、前観察期間と比較して約 0.17℃、有意に上昇した。一方、対照食摂取期間におい 

ても、平均で約 0.07℃、基礎体温が前観察期間より高くなったものの、摂取前と比較して有意差 

は認められなかった。基礎体温の変化量については、試験食と対照食の間に有意差は認められ 

なかったが、摂取前との比較で、試験食のみで有意差が認められたことから判断すると、フコイダ 

ン DX には、一定の基礎体温上昇作用があると考えられる。なお、本試験は小規模で実施したた 

め、今後、被験者数を増やして再検討すれば、対照食に対して有意差が検出される可能性は十 

分あると考えられる。 

 

 

 

また、赤血球数、ヘモグロビン、およびヘマトクリット値が、フコイダン DX の摂取によって 2.5～ 

4.0%有意に増加した。なお、これらの項目の検査値は、摂取開始前も増加後も正常範囲内であ 

った。これらの変化について機序は明らかではないが、フコイダンには、骨髄の造血幹細胞を末 

梢血中に動員する作用があると報告されていることから、末梢血中に造血幹細胞が増加し、赤血 

球への分化が促進されたのかもしれない。 

最後に、本試験で検討した安全性評価項目において、臨床上問題となるような異常変動は認 

められなかった。 
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図 1 基礎体温の推移 
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図 2 摂取前後の比較 図 3 摂取前後の変化量 
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別紙 1 

 

＜ 基礎体温の正しい測定法 ＞ 
 

※基礎体温は、通常の体温測定とは異なります。正しく測定してください。 
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